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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画（案）説明会 

意見・アンケート結果（豊岡会場） 

 

■ 開催日 2021 年 11 月 25 日（木）19:00～20:00 

■ 会 場 豊岡市民プラザ ほっとステージ 

■ 出席者 参加者 42 名 

教育委員会事務局 ８名 

■ 質疑・意見交換（要旨） 

意見・質問 回  答 

通学時間がおおむね１時間とすると

あるが、統合してバス通学が１時間を超

えるようなところはないのか。 

仮に旧市町域を越えての統合となる

と、それもあり得るかもしれないが、現

時点では、それは考えていない。 

現状は 40 分程度かかるところがある

が、１時間かかるようなところはないと

考えている。 

子どもたちの通学の負担軽減を考慮

した再編案としている。 

計画の策定後は各校区で説明会があ

るとしているが、早い段階で中筋小校区

の保護者が希望すれば説明を受けるこ

とができるのか。 

中筋小学校の再編は、計画の後期とし

ている。PTA や地域の希望があれば、早

い段階で、説明会や、今後の児童の推移

等の情報提供をさせていただき、協議を

させていただきたい。 

中筋地区は、地域の皆様から慎重に統

合時期の検討をしてほしいというご意

見もあった。そのため、少し幅を持たせ

て必要な時期での再編を考えている。児

童数の実態を見ながら進めていく必要

がある。 

学校再編にあたって配慮をすべき事

項で、放課後児童クラブは小学校の施設

内または隣接地での設置が基本となっ

ているが、ガイドラインなどで定められ

ている内容か。 

ガイドラインでは定められていない。 

豊岡市では、子どもたちの安全性に配

慮して、学校の中、または、できるだけ

学校に近い場所に設置することが一番

良いとしている。 

中学校の再編はどうなっているか。 中学校の再編は、豊岡地域では該当は

ない。港中学校と城崎中学校の再編、竹

野中学校と但東中学校は小中一貫校、日

高西中学校は、2035年前後に日高東中学

校との再編が必要としている。 

豊岡小学校は２つの中学校に分散進

学するが、今後１つの中学校に行くこと

はあるのか。 

11 月 17 日に PTA で保護者アンケート

をとられて、237 名のうち 197 名が、「分

散進学の解消を望む」「どちらでもよい」
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意見・質問 回  答 

を選択しており、83％の方が解消を希望

する結果であった。 

今回の計画では、複式学級の解消を最

優先としているので、この計画とは別に

豊岡小学校の分散進学の問題について

は、前向きに検討を進めたいと考えてい

る。 

統合後のバス通学は、どこからどこま

での地域が対象となるのか、今後決まる

のか。 

基準があり、小学校では通学距離が片

道３km 以上は、バス通学としている。 

魅力ある学校づくりというところで、

「地域コミュニティとの連携強化」とは

具体的にどういったことをされるのか。

「地域学校協働活動の充実」ということ

も分かりにくいので説明いただきたい。 

行政の中で枠組みを考えているとい

うことか。 

子どもたちの豊かな学びを支えてい

くためには、学校だけでは難しいところ

がある。地域資源や人材など、地域に協

力いただき、学校の中でも、外でも子ど

もたちの学びを支えていく仕組みが「地

域学校協働活動」である。以前、土曜日

に地域の方にいろいろな体験をさせて

いただいたことがあったが、そのような

取組を考えている。 

行政も支援させていただき、地域でも

学校とつなぐコーディネーターなどに

も支援をいただきながら、いろいろな力

を使って子どもたちを育てていきたい

という主旨である。 

コミュニティがどういう受け皿にな

るかをはっきり示してもらいたい。補助

金をあげますからどうぞと言われても

なかなか難しい部分がたくさんある。も

っと具体的な案で示さないと、統合する

地域はわからない。 

ご意見を参考にさせていただく。 

八条小学校の方が、中筋小学校と新田

小学校の距離より近いと思う。将来を見

据えて考えれば、八条小学校と統合する

こともあるかと思うが、まだ変更の余地

があるのか。 

バス通学であれば、八条小学校の方が

中筋から納屋や上佐野を回って学校に

行けるので良いのではないか。防災拠点

としても、新田小学校は水害が心配なの

でそこも含めて再検討してほしい。 

また、小学校がなくなったら地域コミ

ュニティはどうなるのか。奈佐地区コミ

ュニティの動向を注視しているが、地域

いろいろとご意見を聞かせていただ

きながら進めていきたい。 

奈佐地区コミュニティでは、ウォーク

ラリーという行事を毎年されているが、

今年は五荘小学校の子どもたちも来て

くれてすごくにぎわったと聞いている。 

学校が閉校してもコミュニティは存

続するので、校区の広がりにより可能で

あれば参加者も広げていきながら、必要

な行事については引き続き、地域活性化

のためになる工夫を行政も含めてして

いきたいと考えている。 
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意見・質問 回  答 

に説明をするのであればコミュニティ

のあり方も明確に示していただければ

と思う。 

学校再編にあたって配慮すべき事項

で、児童生徒への配慮がある。子どもた

ちへの理解と心のケアという部分でど

のようなアンケートをとって子どもた

ちの心の変化を把握されていくのか。相

談体制はどうなっているのか。特別支援

教育への対応はどうなるのかも教えて

ほしい。 

アンケートは、それぞれの学校で工夫

をしていただき実施している。これまで

では、子どもたちに「統合してしたいこ

とはなにか」「不安なことはあるか」と

いったことを聞き、保護者の方も含めて

学校の中で相談する体制を作っていた

だいた。 

特別支援教育への対応は、環境が変わ

ることによって、なかなかなじめない、

不安を感じる子がいることが予想され

るので、そういった子どもたちへの配慮

は十分対応していきたいと考えている。 
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■アンケートでの意見（要約） 

 

 適正規模・適正配置の基準が明確にされており、分かりやすかった。 

 豊岡市の小中学校の状況がよく分かった。協力していきたいと思う。 

 現状において計画（案）については、継続して対応をお願いしたい。しかし、

このままでは、豊岡市の規模も小さくなっていくと感じた。別の市の戦略とし

て小規模校の地域が消滅しないように人口が維持・増加されるような対策を取

り組んでいただきたい。 

 中筋小学校と新田小学校の統合について、八条小学校案も再考を。2035 年の見

込みを見ると、八条小学校の方が減少割合が大きい。保護者と地域としっかり

協議してほしい。 

 10 年先を考えているようだが、もう少し先を考えて設計をしてもらいたい。 

 教育現場でも独自の教育、まちを守る・まちをつくるといったカリキュラムを

小学校～中学・高校と継続して育むようなアクションも取り組んでいただきた

いと思った。 

 この説明会で初めて実情を知った。他の方はどのような形で今の実情を知って

いるのかと思った。地区単位で説明会を開催すればもっと多くの方に理解をし

てもらえるのではないか。説明の中でアンケートを取ったとあったが、不安が

あるかなど大人でもやってみないと分からないことが多いと思うので、統合が

決定する前に模擬的なことを行うなど慎重に行ってほしい。 

 パブリックコメントは、すべての説明会が終わってから実施されるようにして

ほしい。地域の中の学校として地域住民に子どもたちが見えるような取り組み

をお願いする。 

 地域との話し合いは大切に、地域との連携が大事。 

 小学校の適正配置も大事だが、豊岡小学校は南、北中学校に分かれて進学する

ことについて一つにまとめることを早く考えていただきたい。五荘小学校の人

数が多い中、北中学校に行く子は学校に行かなくなる子がどんどん増えていく

と思うので不安。できるだけ早くお願いしたい。 

 質問・意見交換に対する回答が具体性ないものが多く、少し残念であった。 

 コミュニティのあり方ももう少し考えてもらいたい。 

 

 

 


